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1.は じめ に

熊本大学教育学部理科教育学科は,平 成19年 度よ

り地域素材を活か し,地 域の実態やニーズに合わせ

た教材開発を行 うと共に,地 域の学校の教諭 と一体

となって授業実践を行っている.

平成29年 度の本事業では,熊 本県天草市の中学校

を対象に,地 域の教材を活か した授業実践を行 った.

画像 に対 応す る地 上天気 図は気象庁 に よる3時 か ら

21時 までの実 況天 気 図を気 象庁 の ホー ムペ ージか

らダウ ンロー ドし,衛 星画像の解析領域 に合わせて

トリミング した(図1-2).中 学校 の授業 時間(50

分)を 考慮 して,資 料教 材は12時 間ご との画像を使

用す る ことに した.な お,こ の期 間の黄砂現 象や衛

星 データの解析 方法,天 気図や後述す る定 点 カメラ

に関 しては飯野ほか(2012)に 詳述 して いる.

2.地 域連携事業の概要

今回,天 草市で行 った地域連携事業は,理 科教育

および化学教室がこれまで培 って来た研究成果を用

いた内容となっている.そ れぞれの授業の概要およ

び担当者は以下の通りである.

(1)環 境情報活用分野(飯 野直子)

2010年11月 の黄砂現象を対象として,気 象衛星画

像や天気図を用いて,黄 砂発生から日本付近への飛

来過程を調べて説明する活動を行った.

(2)環 境化学分野(島 田秀昭)

環境ホルモンの影響による巻貝(イ ポニシ)の 形

態異常を調べる実験を行った.

3.実 践 内容

(1)環 境情報学分野

1)場 所:天 草市立稜南中学校

2)時 期:平 成29年12月11日

3)対 象:稜 南中学校3年 生67名

4)材 料:衛 星画像,天 気 図

2010年 秋季 の黄砂 現象 を対象 と した.黄 砂 の発生

と水平方 向の移流拡 散を調べ る資料教 材用 に,2010

年11月10日15時 か ら12日15時 の6時 間 ご との運 輸

多 目的衛星MTSATの デー タを用 いて熱赤外差画像

を作成す るこ とで黄 砂を可視 した(図1-1).衛 星
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図1-12010/11/1015:30か ら11/1215:30ま で の

6時 間 ごとのMTSAT熱 赤 外差 画像

(図 中の濃 い 白の領域 が黄砂領 域).
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図1-22010/11/11日15時 か ら11/1215時 まで の

6時 間 ごとの地上 天気図

(網 掛 け:黄 砂発生 ・輸 送 した低 気圧).

*熊 本大学大学院教育学研究科

**天 草市立稜南中学校

5)授 業実践

授業の流れは[1]か ら[8]の通 りである.授 業後 に

授業の効果や課題を調べるためのアンケー ト調査を
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行った.

[1]ス ライ ドを用いて,天 草郡苓北町富岡ビジター

センターに設置 した定点カメラで南東方向を撮

影 した,晴 天時と黄砂飛来時の風景画像や,黄

砂やPM2.5な どの新聞記事を提示 した.

[2]黄 砂の発生領域や発生条件などにっいて説明し,

学習課題 「どのように黄砂が発生 し,日 本に運

ばれるのか?」 を設定 した.

[3]黄 砂飛来時の天気図を示 しながら,黄 砂の発生

や移流に関係 していそうな気象要因や用語を予

想させた.

[4]衛 星画像中で黄砂は白く表示されることや白色

が濃いほど黄砂が濃いことを説明した.二 人一

組のペアで,資 料教材(図1-3)の 一番上の

段(2010年11月10日15時)の 衛星画像 と地上

天気図の黄砂部分を蛍光ペンで色付けする活動

をクラス全体で確認 しなが ら行 ったのち,そ の

下の画像の色付けをペアごとに行わせて黄砂の

発生 ・移流を調べて気づいたことをワークシー

ト(図1-4)に 記入させた.黄 砂の移流の理

解を助けるために,黄 砂の衛星画像の動画を繰

り返 し再生 した.

[5]気 付きをクラス全体で整理 した.

[6]課 題にっいて,発 生 と移流をわけて説明す るよ

う指示 した.

[7]ス ライドを使って課題のまとめを行った.

[8]越 境大気汚染にっいて説明し,大 陸から越境 し

てきた微小粒子状物質(PM2.5)に よって九州

でPM2.5が 高濃度になるパターンのひとっは,

今 日の黄砂の移流と同 じであることを伝えた.

6)結 果と考察

授業後に回収 した資料教材やワークシー トより,

黄砂を可視化 した時系列の気象衛星熱赤外差画像は

白黒の濃淡画像で生徒にとって見慣れない画像資料

であるが,衛 星画像と天気図から黄砂の発生および

輸送を調べることができていた.ま た,ほ とんどの

生徒が第2学 年の気象の学習で獲得 した知識や概念

を適用 して黄砂の発生と輸送を説明することができ

ていた.

事後アンケー トの結果を図1-5に 示す.「今 日の

授業を理解で きましたか」 との問いには97%が 肯

定的な回答を示 した.「課題:ど のように黄砂が発

生 し日本に運ばれるのかにっいて説明することがで

きま したか」 との問いには87%が 肯定的な回答を

示 した.「課題に対す る説明の際に,第2学 年の気

象の学習が役に立ったと思いますか」との問いには

91%が 肯定的な回答を示 した.「以前と比べて大気

汚染に興味を持てるようになりましたか」との問い

には94%が 肯定的 な回答 を して いた.

「黄砂 にっ いて何か気 になることや も っと知 りた

い ことがあれば書 いて くだ さい」 とい う問 いと 「黄

黄砂の動きzoio年 皿月10日15時 一12日15時(重2時囹こと)

楽循星西盈(難赤外差画蝕)で白く見える6分が費砂の集まっている響分・

匡亘 ①循星西像の費融召分(白 色)を 堂尭ペンで塗ろう監
O天 気図において筒星画Oで 色を村けた費融部分と対応するところを蛍光ベンで塗ろう!

図1-3資 料教材(生 徒配布はカラー)
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砂だ けで な く,越 境大 気汚染や大気汚染物質 にっい

て気に なることや もっと知 りたい ことがあれば書い

て くだ さい」 とい う問い に対 して,63%の 生徒 が具

体的 に記述 していた.ま た,「 黄 砂 の ことを詳 し く

知 れて よか った」や 「あ まり黄砂 にっいて興味は な

か ったが,今 日の授業 で大気汚染 などの環境 問題 に

興味を持っ こ とがで きた.い ろい ろな環境 問題 があ

るので調べ てみ たい」,「2年 で学習 した内容が役 に

立ち,と て もわか りやす く,し っか り理解す る こと

がで きた.今 日学 んだ ことは,こ れ か らニ ュース な

どを見 るときなどに役立ててい きたい と思 った」 と

い った感想が書かれていた.

以上 のア ンケー ト結果や授業 の感想 より,本 実践

授 業 によ って,生 徒 の理 科学習 の有 用性 の認識 や,

黄砂 やPM2.5と い った越境 大 気汚 染 にっ いて の興

味関心の高 まりがみ られた と考え る.

(2)環 境化学分野

1)場 所:天 草市立稜南中学校

2)時 期:平 成29年12月11日

3)対 象:稜 南中学校3年 生67名

4)材 料:イ ボニ シ

実験 に用 いたイボニ シは 肉食性 の巻 貝で,カ キや

フジツボ類 が付着す る岩場,船 着場,コ ンク リー ト

の護岸 などで容 易 に見っ けることがで きる.イ ボニ

シは6月 か ら8月 が産卵期で あ り,こ の期 間は雌 の

卵巣が成熟 を示す鮮 やか な黄色 を呈す るため,雄 と

の判別 が容易 となる.本 実験で は,正 確 な雌雄 の判

別が実験成功 のポ イン トとなるため,イ ボニシは産

卵期 に採取 す る必要 があ る.そ こで今 回,試 料 は平

成29年6月 に採取 し,実 験 に用い るまで 一20℃ で保

存 した.

5)授 業実践

授業 は,イ ボ ニシを生徒 が知 って いるか どうか質

問す る ことか ら開始 した.次 に,実 験 に用 いる イボ

ニ シの生態 につ いてス ライ ドを用 いて説 明 し,環 境

ホルモ ンの影響 によって雌の イボニ シに雄の生殖器

が形成 され る生殖 異常が見 られ る ことを説 明 した.

次 に,イ ボニ シの殻 の割 り方,イ ボニ シの雌雄 の判

別方法 にっ いて説 明 した後,各 グルー プで実験を行 っ

た.イ ボニ シは2箇 所 の港か ら採取 した ものを用い

た.実 験 終了後,得 られ た結果 にっ いて考察 し,最

後 にどの ような学習効果があ ったのかを調べ るため

にア ンケー ト調査を実施 した.

6)結 果 と考察

授業前 に行 ったア ンケー トで は,環 境 問題 への興

味が 「とて もあ る」,「あ る」 と答 えた生徒 は全体の

28%で あ り,環 境 問題へ の興味 ・関心 が低 い ことが

わか った(図2-1).ま た,過 去 に環境 問題 にっ い

て調べた り,勉 強 した り した ことが ある と回答 した

生徒 は42%で あ った(図2-2).「 環境 問題 にっ い

て知 ってい ることを書 いて下 さい」 という問 いにっ

いては,「地球温 暖化」が最 も多 く,次 いで 「PM2.5」,

「大気汚染」 の順 であ った(図2-3).「 環境 ホルモ

ンという言葉 を知 って いますか」 とい う問 いには,

ほぼ全員が 「知 らない」 と回答 した(図2-4).

図2-1環 境問題への興味(授 業前)
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授業後 に行 った ア ンケ ー トの結 果,「 授 業 内容 は

理解で きま したか?」 という問いに対 して,す べて

の生徒が 「よ く理 解で きた」,「理解で きた」 と回答

し,授 業 内容 にっ いては全員理解で きてい ることが

わか った(図2-5).ま た,「 授業(実 験)は 有 意

義で したか?」 とい う問 いに対 しては,ほ ぼ全員が

「とて も有意義 だ った」,「有 意義 だ った」 と回答 し

た(図2-6).

「今回の授業で一番 印象に残 ったことは何ですか?」

という問 いに対 しては,「 僅 か な化 学物質 で イボニ

シに生殖 異常が起 こる」 ことを挙げた生徒が最 も多

く、次 いで 「イボニ シの解剖」,「オ スとメスの見分

け方」 なども挙げ られた(表2-1).

「同 じような実験を行 ってみたいか」 とい う問い

に対 して は,91%の 生徒 が 「ぜ ひ行 ってみ た い」,

「行 ってみたい」 と回答 した(図2-7).

「以前 と比べて環 境問題 にっ いて 関心 を持 て るよ

うにな りま したか?」 という問いに対 しては,92%

の生徒が 「とて も持て るようにな った」,「持て るよ

うにな った」 と回答 し(図2-8),授 業前 の環境問

題 に対す る生徒の関心度(環 境問題 にっいて関心が

あ る と答 え た生徒 は全 体 の28%)と 比 較 して64ポ

イ ン ト増加 し,環 境 問題 に対 して関心 を持 っ生徒が

大幅 に増 加 した.し たが って,イ ボニ シを用 いた環

境学習 は,生 徒 の環境 に対 す る関心 を喚起 させ るの

に非常 に有効であ ると考え られた.

「今後環境を守 るため に何か 自分で行 ったみた い

と思 いますか?」 という問 いに対 しては,88%の 生

徒が 「行 ってみたい」 と回答 し,イ ボニシを用いた

環境学習を通 して環境保全に対する行動意識が高まっ

た様子が見 られた(図2-9).

さらに,「 行 ってみ たい」 と回答 した生徒 に対 し,

実際 に環境を守 るため に行 ってみた いと思 うことを

自由に表記 させた結果を表2-2に 示す.「 ゴミ拾 い」,

「ゴミを捨 てな い」,「ゴ ミの分別」 など ゴ ミに関す

る内容が大半を 占めた.

生徒 の授業 に対す る感想 を表2-3に 示 す.環 境

ホルモ ンにっいて知 ることがで きた ことへ の充実感

図2-5授 業の理解度
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などが挙げられた.

以上の結果か ら,イ ボニシを教材とした環境学習

は,生 徒が興味 ・関心 ・意欲を持 って取 り組むこと

ができる内容であることがわかった.ま た,今 回の

実験を通 して生徒は環境保全の重要性を認識 し,自

然保護の意識が高まった様子が見 られたことか ら,

イボニシは環境教育の教材として有効であると考え

られた.

表2-2環 境を守るため今後行 ってみたいこと

表2-3授 業の感想
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